
主な研究項目

本研究室では、ウイルスと宿主細胞の相互作

用を分子レベルで明らかにし、ウイルスの病原

性やウイルスと宿主の共進化を明らかにするこ

とを目標に研究を行っています。主な研究テーマ

は、（1）RNAウイルスの中でもユニークな感染の

仕組みを持つボルナウイルスの感染機構の解

明、（２）人獣共通感染症の危険性がある新興ボ

ルナウイルスの病原性の解明、（３）内在性RNA
ウイルスの網羅的検索と進化的意義の解析、

（４）ボルナウイルスベクターの開発と応用です。

ボルナウイルスは、細胞核で持続感染する

RNAウイルスです。これまでに様々な哺乳類や

鳥類での感染が確認されており、神経疾患との

関連が示唆されています。近年では人に致死性

脳炎を起こす新興ボルナウイルスも見つかって

おり、人獣共通感染症としての病原性解明が重

要になっています。一方、私たちのゲノムの中に

は、過去に感染したボルナウイルスに由来する

遺伝情報（内在性ボルナウイルス）が存在してい

ます。内在性ボルナウイルスの発現や機能を調

べることで、ウイルスと宿主の共進化の謎の解

明を行っています。さらに、私たちが開発した人

工的にボルナウイルスを作製する組換え技術を

用いて、遺伝子治療や再生医療への応用を目

指した新規RNAウイルスベクターの開発研究に

も力を入れています。

 ボルナウイルスの感染機構の解析

 新興ボルナウイルスの病原性解明

 RNAウイルスの内在化機構と進化的意義の解明

 ボルナウイルスを利用した新規RNAウイルスベクターの開発
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図1.  細胞核で持続感染する
ボルナウイルスの複製機構

図3.  iPS細胞に導入されたGFP発現ボルナウイルスベクター
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図2.  動物ゲノムに存在する内在性
ボルナウイルスの発現と意義
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